
 

 

 

 

 

 

 

 

保育参加で発見 これぞ保育園！ 
保育園では保護者の皆さんに「いつでもどうぞ」と保育参加で日常を公開していています。その感想の

一部を特集しました。「みんなの森」の子どもたちの姿や保育の特徴が表れています。また保護者の気付
きも多く、子どもと共に育とうとする姿が素敵です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年１月発行 
社会福祉法人 みんなの森福祉会 

理事長 大嶋 弘之 
 

〒432-8038 
静岡県浜松市中央区西伊場町 7-5 
TEL  053-488-6166 FAX 053-455-2333 
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みんなの森 通信 
Vol.４０ ホームページに 

ジャンプできます 

●みかんの家 母 
～見通しがつけば穏やかに 

生活の流れを子どもたち自身がちゃんと
把握していて、大人の指示でなく自分から
動いて生活が回っていることに驚いた。 

子どもたちが精神的にも穏やかに見え、
次に何をやるかが分かっていると、子ども
も落ち着いて生活できるのだと知った。家
でももう少し落ち着いて生活するところか
ら始めてみたい。 

 

●まつのき 母  
～どろんこの理由は？ 

どのような流れで靴や服が泥だらけに
なっていくのか分かった。（笑） 

まあ我が子が楽しそうだったので良か 
った。泥だらけにな 
っても「ちゃんと洗 
う」「自分で着替えた 
い」と感じている所 
にも成長を感じた。 
泥だらけになるたび 
に着替えさせ、服を 
まとめてくださる保育士さんに感謝。 

 

●どんぐり 母  
～7 ヶ月入園のメリット 
 7 ヶ月で保育園に入れるかすごく悩んだ。
保育参加を一日してみて正解だったと思っ
た。小さい頃からたくさんの人たちに関わ
れることで養われる能力が沢山あると思っ
たからだ。 

散歩の途中であった他のクラスの子に
「どこいくの？」と声をかけられたが、その
子は 5 ヶ月で入園した子と聞き、早い時か
ら沢山の人と関わるのは良いと気付いた。
お散歩に行ったり外遊びの時間がたっぷり
あり、家ではできない良いルーティーンに
なっていると感じた。 

●まつのき 母  
～ことばの出ない赤ちゃんの気持ちを尊重 

朝の会。絵本が始まると徐々に絵本に集
中していく 0 才児たちがすごくかわいかっ
た。 

名前を呼ばれるとニコッと笑い、まだ発
語がなくてもちゃんと状況が分かっている
んだなあと思った。 

まだ意思表示が明確にできない 0 才児た
ちの意向を汲んで、やりたい事、興味のある
ことをさせていただい 
ている様子が見られ安 
心した。というかうら 
やましいくらい。保育 
士さんたちが優しい‼ 

●みかんの家 母  
～探索大好き 

 公園でひたすらすべり台と坂道ダッシ
ュ？これがいつもの本人のお気に入りだと
いうことで、お付き合いしてくれている保
育者に、すごい体力だなと尊敬。 

木の肌を触って「ザラザラだね」と先生が
言っていたのを見て、つい先回りをして触ら
せないでいる日頃を反省した。子どもは目を
丸くしてあちこち触ったり入ったり楽しく
過ごしていた。 

●くすのき 母  

～入園半年・のびのびと 

 先生の歌に合わせて踊ったり、園庭で体

いっぱい動かして遊ぶ様子に、のびのび生

活できているのが分かり安心した。 

0 才児 

●くすのき 母   
～しっかり者の二女   

普段の生活そのまんまが見れた。 
自分でできることは自分でしっかりやり、 
先生の言うこともしっかり聞き、かつ自己主
張もし、姉よりしっかり者だった。 

1才児 

2 才児 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●どんぐり 母 
～保育者の言葉の妙！ 

 子どもたちの成長も個人差があり、
まとめることは大変な時期だなあと
思う。先生方の言葉がけや工夫でパッ
と切り替わる様子もあり、さすがだな
あと感心した。保育園での関りで学ぶ
ことが多い。 

●まつのき 母  
～実体験から広がる遊び 

 段ボールでバスを作る活動だった。クラ
スで先日「遠鉄バス」に乗ってお出かけし
たのでその体験から「階段もあったね」「運
転手さんもいないとー‼」とみんなで実体
験からいろいろなアイディアを出しなが
ら進めていく姿がとても素敵だった。 
 3 才児はまだまだ友だちと意見が違って
ぶつかったり、仲よく遊べることばかりで
はないと思うが、保育者がことばかけも一
人一人丁寧に寄り添い、納得するような話
をしていてとても参考になった。 

 

●まつのき 母  
～全力で遊び生活力も 

 園での集団行動や場面の切り替え
の流れを理解して淡々と行動し、遊ぶ
ときは全力で遊ぶ‼ができていて一
安心した。プール後のシャワーの時、
前の子のタオルを後ろの子が持って
あげる場面にビックリ。 
 なるほどそうやっているんだと感
心した。当たり前のようにできていて
カッコ良かった。日々の積み重ねで身
につくことを目の当たりにした。 
 

●まつのき 父  
～どんな思いも尊重 

 昼食後、ブロックや折り紙等作った
物を発表する場があったが、ただの落
ちていた輪ゴムを発表する子がいて、
それも発表として許容されていて、そ
の雰囲気が素敵だった。 

3 才児 
（年少） 

4 才児 
（年中） 

●くすのき 母  
～縦割り保育・仲間がいるから育つ 

 縦割り（チーム）活動が 3 才児から始まり、
初めてチームの日に参加した。運動会おつかれ
さまパーティでは 3，4 才の子に声をかけ、グ
ループを作ることができていた。率先して机を
拭いたり、下の子たちのエプロンの着替えを手
伝ったり、食事の準備をする姿に感動した。家
では甘えたり、「めんどくさい」とやる気のな
さを心配していた。3，4 才からの積み重ねで、
自分が優しくしてもらったり、頼ることの安心
を、今下の子に返してあげていた。自分を頼り
にしてもらえる喜びを知ったようで、妹に優し
くなり「○○してほしいの？」と声をかけ世話
をしてくれるようになった。チームの活動のお
かげだと良く分かった。 

●どんぐり 母  
～話し合いで解決 

給食当番で何を配るか友だちと重な
った時も、けんかでなく話し合いで決
めれるようになったことに感動した。 

●どんぐり 父 ～友達を大切に 
 父親に見せる顔だけではなく、先生や友
達、年下の子に見せる顔を見て「大きくな
ったなあ」としみじみ思った。保育参加を
通じて娘の心の成長と、友達を大切に思っ
ている気持ちが見れてとても良かった。 

5 才児 
（年⾧） 

 

 

 

２０２３年７月～１２月苦情報告(苦情・要望) 

■まつのき保育園、どんぐり保育園、くすのき保育園 

 要望・苦情ともにありませんでした。 

■児童発達支援事業所「ころころ」・「ころころ伊場」、小規模保育事業所みかんの家 

要望・苦情ともにありませんでした。 

もうバスが来るかな？ 

何でもみんなで話し合い 


